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 The Institute of Laboratory Animal Research（ILAR）within the Center for Animal Research and 
Education (CARE), Nagoya University was established in July 2013. The aim of ILAR is to provide 
care for laboratory animals in safe and sanitary manner that enables researchers in the Nagoya 
University Higashiyama Campus to conduct proper experiments. We will now give an outline and 



























建築面積: 849 m2 
延べ床面積: 2219 m2 
建物規模: 地上 3階 
構造: 鉄筋コンクリート造 
設計: ㈱山下設計  
施工: ㈱鴻池組名古屋支店 























 2 階にはマウス飼育室 11 室、行動解析室 3室、実
験室１室を設置した。実験室では、クリーンエリア

















































 施設の運営管理を行う教員１名、研究員 1 名、技






















































































































図１２ 実験動物管理 WEB システムの 
飼育管理日誌のページ 
 
 
 
 
図１３ ロッカー室入口にあるカードリーダー 
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効率化・集中化し、よりいっそう安全で適正な動物 
実験環境を構築することが可能となった。今後はそ
の維持、運用についてさらに検討、技術確立するこ
とで、より安全で使いやすい施設となるように努力
していきたい。 
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